
地区名  新関地区   地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R７年度用）                                                                      令和 ８年 1 月 28 日 

 １明るく元気な地域づくり ２安全で安心な地域づくり ３健康で豊かな地域づくり ４相談しやすい体制づくり 

今
年
度
の
取
り
組
み 

・しんせき児童クラブ 

・ふれあい大運動会 

・新関ふれあい祭り 

・創設 20 周年記念事業 

・さいの神(各町内) 

・地域交流活動(各町内) 

・新関ひな・お宝めぐり 

・三者合同避難訓練 

・消防訓練 

・新関地区防災の日 

・青色パトロール隊 

・新関安心安全見守り隊 

・七夕福祉の集い ・お茶の間サロン(各町内) 

・歳末見守り事業(小口) 

活

動

の

様

子 

 

取
り
組
ん
で
み
て
の
課
題 

〇しんせき児童クラブ 

・利用児童は増えているが、職員が高齢化。 

 

○新関ひな・お宝めぐり 

・会場までの移動の課題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇青色パトロール隊 

・子どもの半分が児童クラブを利用しているため、

青色パトロール隊を知らない子どもがいる可能性

がある。 

・子ども達への周知が課題。 

・アナウンスの内容を検討する必要がある。 

 

○新関安心安全見守り隊 

・児童クラブの利用児童が多いため、放課後に下校

する児童が減っている。 

 

○避難訓練 

・災害を想定した訓練があってもよいと思う。 

 ○お茶の間サロン 

・各自治会で温度差がある。 

・移動の課題等で参加できる人が減った。 

 
 
 
 
取
り
組
ん
で
み
て
の
評
価 
 
 
 
 
 
 
 

〇しんせき児童クラブ 

・子ども達に怪我なく、過ごせてよかった。 

 

○ふれあい大運動会 

・卒業した中学生の参加があった。 

・地域のふれあいの機会となっており、継続してい

く。 

 

○新関ふれあい祭り 

・小学校の作品展と同じ日に開催。 

・出店、地域の方の野菜販売、JA、ＰＴＡ、小学校の

先生等の様々な団体と協働して行い、多くの方に

参加いただいた。 

〇三者合同避難訓練 

・保育園、小学校、コミ協の三者で実施。 

 

○消防訓練 

・通報、避難、消火訓練を行った。（4 月、10 月） 

・AED 訓練を児童クラブの子ども達も一緒に行っ

た。 

 

○新関地区防災の日 

・６月第４日曜日と決めて実施。 

 

○青色パトロール隊 

・隊員 3 名。継続することが大事。 

○七夕福祉の集い 

・地域の福祉施設、保育園、小学校、地域の人と飾

り付けを協働して行った。 

・会場までタクシー送迎を行った。 

・子ども達から地域の方へダンスやエールを送って

もらい、2 部の懇親会楽しんでもらえた。 

 

 

 

 

 

 

 

○お茶の間サロン 

・コミセンでやっていたが、会場までの移動の問題

があったため、現在は各町内会で実施をしている。 

・活動が自分たちの健康維持と有意義な時間にな

っている。 

・活発に活動しているお茶の間が多い。 

 

○歳末見守り事業 

・小口で実施。 

・他の町内にも広がっていくとよい。 

歳末見守り事業(小口) 

ふれあい祭り 

小口元気会 

七夕福祉の集い 
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 １明るく元気な地域づくり ２安全で安心な地域づくり ３健康で豊かな地域づくり ４相談しやすい体制づくり 
 
 
 
 
 
 
取
り
組
ん
で
み
て
の
評
価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

○創設 20 周年記念事業 

・90 名ほどの参加。また、若い世代からの参加が

あった。 

・地域のまとまりの良さを感じることができた。 

 

○さいの神（各町内の交流活動） 

・各町内の工夫による活動が活発になっている。 

 

○新関ひな・お宝めぐり 

・地域の福祉施設、保育園、小学校、各自治会から

の参加がある。 

・地域外からの参加もあり、お茶を飲んで話せる場

所を用意する。 

・この場が同級生に合えるよい機会にもなってい

る。 

・小学生や地域の見守りを行うことで、安全な地域

への取り組みができている。 

 

○新関安心安全見守り隊 

・見守り隊 60 名。 

・小学校と合同で実施している。 

 

○避難所運営 

・避難所に鍵 BOX があるが、地域の方が開けられ

るように周知をした。 

 

○防災勉強会 

・区役所で行われたものに参加し、阿賀野川および

早出川の危険性を知ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5
年
間
の
評
価 

    

 

 

 

 

 

 

各基本目標に向け、計画書に書かれていることに取組んだかどうかで評価し、懇談会に参加した地域の皆さんがお一人ずつ評価してくださいました。 
A＝80％以上取組めた（新規活動や既存活動の工夫を行った） B＝50％の取組み（既存の取組みの継続） C＝30％の取組み（道半ば・やめてしまった）D＝全く取り組めなかった（※グラフは、評価をつけた方の人数の割合です。） 

地
域
に
残
る
福
祉
課
題 

・コミ協でイベント、事業をしても移動の問題で集まらない。 

・免許返納後の不安が大きい。 

・買い物が不便。お店等の社会資源が乏しい。 

・一人暮らしの方が亡くなると空き家になってしまう。そこを地域でどうするか。移住してもらえるような取り組みも必要。 

・情報発信の工夫としてインスタグラムを開設予定。若い世代への周知。 

・地域が楽しめる機会、行事、イベントが増えるとよい。食を楽しむことは交流が深まる。 

・大雪、除雪、雪下ろしについて、高齢者は自分でできなくなったらどうすればよいか。 

・町内ごとに雪の困りごとを受け止める、回って支援するしくみがあるとよい。 

・認知症についての取り組みを 2 年ほど前にやったが、包括と連携して実施していきたい。 

・クリーン作戦は子どもから高齢まで参加者が多いが、子どもの数が減ってきている。 

・小学校の行事とコミ協や自治会のイベントが被ってしまい、無くなってしまうことがある。 

・若い世代に福祉に関心をもってもらいたい。 

・世代交代、人員不足、担い手不足が課題。 

［参加者］ 

新関コミ協：渡辺会長、長谷川副会長、山﨑会計、吉田事務局長、防災部 間部長、阿部副部長、安心安全部 土田部長、高橋副部長、廣田副部長、文化教養部 土田部長、佐藤副部長、高井副部長、福祉健康部 土田副部

長、鳥井副部長、児童クラブ運営部 渡辺部長、伊藤副部長、包括にいつ日宝町：吉川主任、秋葉区社協：秋山事務局長補佐、米山、時田 
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